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( 2 ) 思 想

１ … A . D . １ Ｃ の 内 に 成 立『 [１ ]聖 書 』

c f . … マ タ イ 伝 ・ マ ル コ 伝 ・ ル カ 伝 ・ ヨ ハ ネ 伝四 [２ ]書

２ ヤ ハ ウ ェ 観

ａ 比 ： ユ ダ ヤ 教 で は ｢正 義 の 神 」[３ ]の 神

ｂ 悔 い 改 め る 人 を 許 し 、 救 う 神 比 ： ユ ダ ヤ 教 で は 「 律 法 の 実 行 を 求 め ､ 裁 く 神 」

e x . 「 安 息 曰 は 人 の た め に あ る 。

人 が 安 息 曰 の た め に あ る の で は な い 」

「 私 は 律 法 を 成 就 さ せ る た め に 来 た 」

３ （ 神 の 愛 。 神 と 人 の 間 ）[４ ]

… 自 己 犠 牲 的 で 下 降 的 な 、 与 え る 愛

比 ： エ ロ ー ス （ 知 へ の 愛 ） … ギ リ シ ア の 「 上 昇 的 な 、 求 め る 愛 」

４ （ こ れ も ア ガ ペ ー 。 人 と 人 の 間 ）[５ ]愛

ａ 「 自 分 を 愛 す る よ う に 、 あ な た の 隣 人 を 愛 せ 」

ｂ 「 あ な た の 敵 を 愛 し あ な た を 迫 害 す る 者 の た め に 祈 れ 」

③ 展 開

[６ ]( 1 )

１ も と パ リ サ イ 派 → し 「 異 邦 人 の 使 徒 」 に c f . と し て 信 者 が 拡 大[ ７ ] 心 [ ８ ] 宗 教、

∵ ユ ダ ヤ 人 以 外 へ の キ リ ス ト 教 布 教 に 活 躍

２ s i n e x . ア ダ ム と イ ヴ の 自 己 愛[９ ]罪

肉 体 を も つ こ と に よ る 弱 さ→ 罰 と 許 し は 神 の み に よ る

比 ： 犯 罪 c r i m e の 罰 と 許 し は 人 に よ る

３ … 全 人 類 の s i n は 、 イ エ ス の 死 に よ っ て 贖 わ れ た （ 償 わ れ た ）[ 1 0 ] 思 想
あ が な

４ … 信 仰 ･希 望 ・ 愛キ リ ス ト 教 [ 1 1 ] 徳

こ れ が 中 心 と さ れ る

比 ： ギ リ シ ア 四 元 徳 … 知 恵 （ 頭 ・ 勇 気 （ 胸 ・ 節 制 （ 腹 ・ 正 義） ） ）

[ 1 2 ] [ 1 3 ] 父( 2 ) c f . 北 ア フ リ カ の

１ カ ト リ ッ ク の 教 義 を 確 立

← ギ リ シ ア （ 特 に プ ラ ト ン ） 哲 学 を 援 用

２ s i n … ど う し て も 悪 を な さ ざ る を え な い こ と

∵ 自 由 意 志 が 肉 体 と 結 び つ い て い る

３ … s i n を 免 れ る た め に は 、 こ れ を 信 じ る し か な い（ 神 の ） [ 1 4 ]

カ ト リ ッ ク 教 会 の [ 1 5 ] 付 け４

神 の 国 地 上 の 国

… 歴 史 と は 、 神 の 国 と 地 上 の 国 の 両 者 の 闘 争 → 後 に 神 の 国 が 勝 利

c f . 教 会 は 地 上 の 国 に お い て の 神 の 国 ∴ 神 の 国 ≒ イ デ ア （ プ ラ ト ン 哲 学 ）

５ … マ ニ 教 か ら の 回 心『 [ 1 6 ] （ 神 国 論 『 [ 1 7 ] （ 告 白 録 』）』 ）、

６ 時 間 論 … 現 在 は 、 過 去 に も 未 来 に も あ る

( 3 ) … 中 世 ヨ ー ロ ッ パ で は こ の 神 学 が 哲 学 の 上 位 ∴ 「 哲 学 は 神 学 の 婢 ）[ 1 8 ] 学 」
は し た め

「 女 奴 隷 」… （ 1 1 Ｃ 、 伊 ） が に よ り ス コ ラ 学 を 大 成ト マ ス ＝ [ 1 9 ] 『 [ 2 0 ] 大 全 』

M E M O e t c .


